
自主防災組織とは

変わる小城防災 災害に備えて

【小城高校防災講座】

～ 地域の情報を知り、災害に備えましょう!! ～

令和６年７月２５日（木）

この資料は、本日の防災訓練・研
修会用に作成したものです。

防 災 対 策 課



自主防災組織とは？

自主防災組織とは、「自分たちのまちは自分で
守る」という、地域住民の連携に基づき、結成さ
れる防災組織のことで、災害の発生時に、住民
が連携を取り、互いの身を守るための防災活
動を行います。



本日の内容

• １.小城市での地震

• ２.令和元年8月の大雨時における状況

• ３.キキクル（危険度分布）について

• ４.平常時・避難時の心得について

• ５．自主防災組織とは



小城市でも大きな地震が起きるかもしれません
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全国地震動予測地図

（出典）国の地震調査研究推進本部作成





地震の被害想定結果一覧表：小城市

小城市地域防災計画から
死傷者2,550人（冬深夜）
（約20人に1人）

全・半壊焼失棟（冬18時）
14,300棟（約2/3）

自力脱出困難者約1,200人（冬深夜） 小城市ハザードマップ P19



液状化危険度が高くなる面積が広い市町：震源断層ごと



２ 令和元年8月の大雨時における状況



○8月27日（火）から、前線の活発な活動により九州の広範囲に強い雨域がかかり、長崎県、
佐賀県、福岡県を中心に大雨となりました。

8月27日18時

8月28日6時

気象レーダー（注２）

○8月27日(火)夕方及び8月28日(水)早朝の２回、
前線による降雨が続き、佐賀県に大雨特別警報
が出される豪雨となりました。

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

令和元年8月豪雨の概要について

令和元年8月豪雨の概要

（注２）
災害気象資料
ー令和元年８月２６日から２８日にかけての佐賀県・福岡県・長崎県の大雨についてー
令和元年８月２９日福岡管区気象台 より

（注１）
国土交通省作成



令和元年8月豪雨の一般被害状況

○六角川では令和元年8月豪雨において、9箇所で河川からの越水が発生しました。浸水面積
約6,900ha、浸水家屋2,936戸となる大規模な浸水被害となりました。

至佐賀市

六角川左岸23.8k付近 浸水状況

武雄川左岸0.8k付近 浸水状
況

武雄市内 浸水状況

➂

②

①

国道34号

至武雄市

牛津川右岸5.0k付近 浸水状
況

牛津川左岸8.4k付近 浸水状況

⑥

⑤

④

六角川左岸19.8k付近 浸水状
況

①

②

➂

④

⑤

⑥

※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる
可能性があります。（国土交通省、佐賀県調べ）

9月30日時点 国土交通省、佐賀県調べ

令和元年8月豪雨の概要
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凡例

浸水範囲

越水箇所

大臣管理区間



道路・河川被害状況
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「キキクル（危険度分布）」

気象庁｜警報の危険度分布 (jma.go.jp)



６ 平常時・避難時の心得について



地震時におけるけが
最大の原因は家具類の転倒・落下

東京消防庁「家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック」より



準備するべきこと

• 動線を確保し、部屋に物を置かない

• 家具には転倒防止を

• 手助けが必要



非常持ち出
し品の準備
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家の補強

家具の固定
ブロック塀の
補強

これらは例です



６
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時
・
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心
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高齢者に必要な防災グッズ

• 持病の薬（お薬手帳）

• 老眼鏡・メガネ

• 成人用おむつ（普段は使用していなくても備える）

• 歯磨きシート

• 入れ歯洗浄シート（洗浄剤ではなく洗浄シートを備える）

• 折りたたみ式の杖（普段使用していない場合も備える）

• モバイルバッテリー（電池式がおすすめ）

• 電池（器具は同じ電池がつけえるのを用意（例単3等）

• 健康保険証やマイナンバーカード

• 貴重品（現金）

• 助聴器

• 簡易トイレ



自主防災組織は必要か

• 災害は、いつ何時発生するか分かりませんし、災害の
規模によっては、公共機関による支援、救出、救護が
期待できないことがあります。このような事態が発生し
たときに、地域内で災害時の要援護者となる高齢者、
障がい者、介助の必要な方々に救助の手を差し伸べ
ることができるのは、身近にいる地域のみなさんです

• 自主防災組織を結成し、災害時の地域における役割
分担などの体制を整えておくとともに、災害時の要援
護者、避難経路などの情報を共有化することで、一人
でも多くの命を守ることができます。今後の防災対策
は、地域のみなさんが行政や各防災機関と一緒に
行っていくことが重要です



知識だけは命は守れません！

ご近所、親戚、知人

顔の見える関係を作ることも
大切です。


